
臨時休業のため学校での配布ができませんでした。学区配布と兼ねさせていただいています。（3月 17 日） 

 

 

全力投球       

 学校評価（保護者アンケート・生徒アンケート） 

 先日保護者の皆様に学校についてアンケートを実施しました。その結果をお知らせします。また同時

期に生徒にもアンケートを実施しています。その結果も合わせて報告いたします。 

 特に、身について欲しい社会性（あいさつ・時間を守る・正しい言葉・暴力暴言の否定）についての

保護者から見た石中生と生徒の回答を比較してみました。 

 【保護者アンケート】               【生徒アンケート】 

アとてもそう思う    イおおむねそう思う             ア あてはまる イどちらかと言えばあてはまる 

ウあまりそうおもわない エ全く思わない  オわからない       ウ どちらかと言えばあてはまらない エあてはまらない 

 

 〇石部中生はあいさつができている。 

ア 7  ％     イ 57 ％ 

ウ 28 ％      エ 2  ％      オ 6 ％ 

 

 

 

 

 〇石部中生は時間を守っている。 

ア 8  ％     イ 71 ％ 

ウ 10 ％      エ 1  ％      オ 10 ％ 

 

 

 

 

〇石部中生は正しい言葉を使う（敬語）。 

ア 4  ％     イ 59 ％ 

ウ 10 ％      エ 1  ％      オ 10 ％ 

 

〇自分はあいさつをしっかりしている。 

ア    41 ％     イ  48 ％ 

ウ  10 ％      エ   1 ％ 

 

 

 

 

〇自分は、時間を守って行動することができる。 

ア 46  ％      イ 45 ％ 

ウ 8  ％       エ 1  ％      

 

 

 

 

〇自分は、時と場所に応じた言葉遣いができる。 

ア 35 ％      イ 50 ％ 

ウ 12 ％      エ 3  ％ 

 

 

 

 

 〇石部中生は暴言暴力の否定を守っている。 

ア 13 ％      イ 52 ％ 

ウ 20 ％      エ 3 ％      オ 12 ％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇自分は、暴力や暴言をしていない。 

ア 43 ％      イ 37 ％ 

ウ 15 ％      エ 5  ％ 

 

 

 

 

湖南市立石部中学校 学校便り NO11 

石部中学校のようすや生徒の活躍を紹介します。 

「あいさつ」については、生徒の約 9割が、自分はあいさつをしていると答えていますが、保護者は 64％にとどまっ

ています。また、保護者の 3 割があいさつについてはまだまだできていないとみています。学校、地域、家庭であい

さつが気持ちよくできるよう目指していきたいと思います。 

「時間を守る」ことについては、生徒の 9割以上が肯定的な回答をしています。保護者においても 8 割が時間を守っ

ていることに、肯定的な回答を寄せていただいています。現状、学校では、チャイムとともに授業開始ができており、

授業に遅れる生徒もいない良い状況が続いています。今後も続けていきたいと考えます。 

中学生時代に、正しい言葉を使えるようになっていくことは大切なことであると考えています。学年ごとの詳細ま

で調べると、生徒回答では学年が上がるにつれて「できる」と答える割合が増加している傾向がみられます。部活動、

授業、職場体験、入学試験の面接練習などを通して正しい言葉を身につけていっていると考えられます。 

すべての人が安心で安全な学校にして行くためにも、暴力や暴言については否定していきます。校内では暴力行

為ほぼみられませんが、他人を傷つけるような言葉や『うざい』『きもい』などの暴言を聞くこともあります。人

権意識を高めていくことが今後も必要であると考えています。 

 

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊
＊
＊
＊
＊ 

 



臨時休業のため学校での配布ができませんでした。学区配布と兼ねさせていただいています。（3月 17 日） 

 

 

第 45 回石部中学校卒業証書授与式 3 月 14 日〔土〕 

 コロナウイルス肺炎による臨時休業により、今年度の卒業式は 

規模を縮小し、時間を短縮して実施しました。保護者・教職員の 

見守る中、厳かに式はおこなわれました。卒業生の皆さんの活躍 

が石部中学校に届くことを楽しみにしています。 

 

 

              

             修学旅行の延期が決まりました。 

              令和 2 年 4 月 20 日～22 日まで実施予定であった修学旅行は、コロナ肺炎の流行

がおさまる見通しが立っていない状況で実施することは難しいと判断をしました。 

 現在のところ、令和 2 年 9 月 10 日（木）～12 日（土）（振替休日 14 日〔月〕）に、方面は妙高・東京方面と 

 変更せず実施する予定です。楽しみにしていた人も多いとは思いますが、ご理解のほどよろしくお願いします。 

 

規則正しい生活を心がけましょう。 

 学校が休業になっているからと、ダラダラと生活することが当たり前になってしまっていないでしょうか。早寝早起き 

を心がけ、体調管理をしっかりすることが大切です。学習の時間をとり、新学年に向けての準備をして行きましょう。 

  

 

                キアゲハ（校長のつぶやき） 

今年は記録的な暖冬でした。南極でさえ 20 度以上を記録した日があると言うことです。地球の温暖化が

どんどん進んでいくのでしょうか。梅や桜の開花も今年は早いかも知れません。先日はチョウチョが飛ん

でいる姿を見かけました。 

チョウチョを見ていて 20 年以上前のできごとを思い出しました。 

我が家の庭に「山椒の木」を植えてみたことがあります。とても小さな苗木です。根がついて葉が青々

し出した頃、葉っぱに芋虫がついています。むしゃむしゃ葉を食べています。図鑑で調べると、どうやら

「キアゲハ」の幼虫みたいです。けっこうな食欲でしたので、我が家の山椒の葉は、すぐにでもなくなる

勢いでした。どういういきさつかは忘れましたが、娘の学級で飼育してくれることになりました。すくす

くと育っていたようです。5月の連休前に、ちょうどさなぎとなり、担任の先生が家に持ち帰ったとききま

した。連休明け、娘が学校でのできごとを教えてくれました。「あのさなぎ、『お休みの間に、チョウチ

ョになって飛んでいった』って先生が言ってた。」「それで、キアゲハから手紙がきてん」「『みんな世

話してくれてありがとう』と書いてあってん」「『元気に蜜をすっています』って」その手紙を先生が見

せてくださったそうです。学級では、【先生が書いた】という子たちと、【キアゲハが書いた】という子

で、分かれたといいます。「〇〇ちゃんたちは、先生が書いたって言うけど、私は絶対キアゲハが書いた

と思うねん。お父さんはどっちやとおもう？」娘の問いかけに、私は一瞬、鉛筆を持ったキアゲハの姿を

思い浮かべてしまいました。笑いそうになるのを必死でこらえ、極めて真剣な顔で答えました。「それは、

キアゲハが書いたのに決まっとる！」 

娘の担任の先生も、私も嘘つきですが、この嘘は許してもらえると思って 

います。 

 

 

 

 


